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平成２４年２月 全国百貨店売上高概況 

平成２４年３月１９日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,３３１億円余 

２．前年同月比     －０.４％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８６社 ２５３店 （平成２４年１月対比－１店） 

４．総店舗面積     ６,３８２,６９２㎡ （前年同月比：－０.４％） 

５．総従業員数     ８６,７６３人 （前年同月比：－６.１％） 

６．３か月移動平均値   7-9 月 －１.２％、8-10 月 －１.５％、9-11 月 －１.６％、 

             10-12 月 －０.４％、11-1 月 －０.６％、12-2 月 －０.１％ 

 

  ［参考］平成 23 年 2 月の売上高増減率は０.７％（店舗数調整後） 

 

【２月売上の特徴】 

２か月連続の前年同月比マイナスだが、減少幅は－０.４％とほぼ前年並みに推移した。 

２月は、１月と同様全国的に強い寒気の影響を受けて、冬物衣料や帽子・手袋等の防寒ア

イテムが好調に推移したものの、本格展開がスタートした春物商材には動きが見られなかっ

た。また、雨や雪など天候不順と併せてインフルエンザの流行なども重なり、外出を控える

傾向が強まったことから、入店客数にも若干の影響を受けた。 

高級時計、宝飾品、輸入特選雑貨等の高額商材（美･宝･貴：＋３.３％）が引き続き好調を維持した

ほか、季節催事のバレンタイン商戦（菓子：＋２.６％）についても、絆消費を背景に活況を呈する

など、一部売上を牽引する要素は見られたものの、この時期主力の春物衣料の苦戦をカバー

するまでには至らず、最終的に前年実績には僅かに届かなかった。 

   具体的な動向としては、復興需要で東北地区が好調（仙台：＋７.５％､東北：＋１.１％）を維持した

こと、閏年による営業日数１日増の効果が祝日の１日減で薄れたこと、訪日外国人は春節の

１月への移行による反動減（売上･購買客数共に：－４１.５％）があったことなどが報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「２月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 西高東低の冬型の気圧配置となる日が多く､断続的に強い寒気の影響を受けて､１月に続き全国的に低温となっ

た。また､日本海側を中心に記録的な積雪となったほか､太平洋側も低気圧や前線の影響で曇りや雨が多かった。 

(2) 営業日数増減    ２８.７日（前年同月比＋１.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ８日（    〃   －１日／土曜と祝日が重複） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 

     ①増加した：４０店、②変化なし：３３店、③減少した：５７店、④不明：４２店 

  (5) ２月歳時記（バレンタインデー、節分、立春）の売上（同上） 

     ①増加した：４７店、②変化なし：４９店、③減少した：１２店、④不明：６４店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

     ①増加する：６６店、②変化なし：４２店、③減少する：１２店、④不明：５２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 433 ,108 ,118 100 .0 -0 .4 (  0 .0 )

10都市 283 ,829 ,013 65 .5 -0 .3 (  1 .5 )

札幌 10,779,133 2.5 -2 .7

仙台 6,045,089 1.4 7 .5

東京 106,506,903 24.6 -1 .8 (  -1 .5 )

横浜 24,900,604 5.7 2 .6

名古屋 24,639,319 5.7 -1 .5

京都 16,735,977 3.9 -0 .9

大阪 57,826,771 13.4 2 .2 (  6 .3 )

神戸 12,347,826 2.9 3 .0

広島 10,459,711 2.4 4 .6

福岡 13,587,680 3.1 -10 .2 (  11 .7 )

10都市以外の地区 149 ,279 ,105 34 .5 -0 .6 (  -2 .9 )

北海道 2,451,174 0.6 -9 .8

東北 7,763,022 1.8 1 .1 (  -14 .4 )

関東 69,859,512 16.1 0 .2 (  -2 .4 )

中部 12,206,683 2.8 -3 .8

近畿 15,159,200 3.5 0 .5

中国 10,740,679 2.5 -2 .2

四国 7,905,910 1.8 -0 .3

九州 23,192,925 5.4 -0 .7 (  -2 .2 )

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 433 ,108 ,118 100 .0 -0 .4 (  0 .0 )

紳士服・洋品 26,783,948 6.2 2.4 (  3.6)

婦人服・洋品 92,143,381 21.3 -1.6 (  -1.5)

子供服・洋品 10,802,785 2.5 -1.8 (  -1.4)

その他衣料品 11,046,894 2.6 -2.9 (  -3.0)

衣　　料　　品 140 ,777 ,008 32 .5 -1 .0 (  -0 .7 )

身のまわり品 50 ,456 ,149 11 .6 -2 .5 (  -1 .6 )

化粧品 24,720,873 5.7 1.5 (  1.9)

美術・宝飾・貴金属 18,939,095 4.4 3.3 (  3.4)

その他雑貨 19,191,870 4.4 -4.4 (  -4.4)

雑　　　　　　貨 62 ,851 ,838 14 .5 0 .1 (  0 .3 )

家　　具 5,866,801 1.4 -3.2 (  -3.0)

家　　電 1,593,467 0.4 5.8 (  5.8)

その他家庭用品 14,622,496 3.4 -4.5 (  -4.8)

家　庭　　用　品 22 ,082 ,764 5 .1 -3 .5 (  -3 .6 )

生　鮮　食　品 24,868,605 5.7 1.1 (  0.8)

　菓　　子　 46,705,647 10.8 2.6 (  3.7)

　惣　　菜　 26,071,567 6.0 5.5 (  6.0)

その他食料品 32,425,679 7.5 -2.9 (  -2.7)

食　　　料　　　品 130 ,071 ,498 30 .0 1 .4 (  1 .9 )

食　堂　　喫　茶 12 ,519 ,978 2 .9 -0 .9 (  1 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,942 ,005 1 .1 2 .5 (  2 .0 )

そ　　の　　他 9 ,406 ,878 2 .2 -3 .2 (  -4 .1 )

商　　　品　　　券 11 ,595 ,829 2 .7 -38 .4 (  -38 .5 )

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

 　 総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2012年02月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向        －０.３％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向   －０.６％（   〃   ／２か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －０.３ －０.２  ２か月連続マイナス 

札 幌 －２.７ －０.１ ２か月ぶりマイナス                                                                          

仙 台 ７.５ ０.１ １０か月連続プラス 

東 京 －１.８ －０.５ ２か月連続マイナス 

横 浜 ２.６ ０.１ ３か月連続プラス 

名古屋 －１.５ －０.１ ４か月連続マイナス 

京 都 －０.９ ０.０ ２か月連続マイナス 

大 阪 ２.２ ０.３ ５か月連続プラス 

神 戸 ３.０ ０.１ ２か月ぶりプラス 

広 島 ４.６ ０.１ ２か月ぶりプラス 

福 岡 －１０.２ －０.３ ４３か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －０.６ －０.２ ２か月連続マイナス 

北海道 －９.８ －０.１ １６か月連続マイナス＊ 

東 北 １.１ ０.０ ５か月連続プラス＊  

関 東 ０.２    ０.０ ３か月連続プラス 

中 部 －３.８ －０.１ １２か月連続マイナス 

近 畿 ０.５ ０.０ ２か月ぶりプラス 

中 国 －２.２ －０.１ ８か月連続マイナス＊ 

四 国 －０.３ ０.０ ４か月連続マイナス 

九 州 －０.７ ０.０ ７か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目では、雑貨が４か月ぶり、食料品が８か月ぶりのプラス。マイナスは衣料品、

身のまわり品、家庭用品。また、紳士服・洋品が３か月連続、美術・宝飾・貴金属が４か 

月連続、惣菜が１０か月連続のプラス、化粧品、菓子が２か月ぶり、家電が３か月ぶり、生

鮮食品が８か月ぶりのプラスとなった。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －０.４ ― ２か月連続マイナス 

紳士服・洋品 ２.４  ０.１ ３か月連続プラス 

婦人服・洋品 －１.６ －０.３ ２か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１.８  ０.０ ３か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －２.９ －０.１ ４８か月連続マイナス 

衣料品 －１.０ －０.３ ２か月連続マイナス 

身のまわり品 －２.５ －０.３ ２か月連続マイナス 

化粧品 １.５  ０.１ ２か月ぶりプラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ３.３  ０.１ ４か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －４.４ －０.２ ５１か月連続マイナス＊ 

雑貨 ０.１  ０.０ ４か月ぶりプラス 

家具 －３.２  ０.０ ７か月連続マイナス 

家電 ５.８  ０.０ ３か月ぶりプラス 

その他家庭用品 －４.５ －０.２ ７か月連続マイナス 

家庭用品 －３.５ －０.２ ７か月連続マイナス 

生鮮食品 １.１  ０.１ ８か月ぶりプラス＊ 

菓子 ２.６  ０.３ ２か月ぶりプラス＊ 

惣菜 ５.５  ０.３ １０か月連続プラス＊ 

その他食料品 －２.９ －０.２ ４か月連続マイナス＊ 

食料品 １.４  ０.４ ８か月ぶりプラス 

食堂喫茶 －０.９  ０.０ ２か月連続マイナス 

サービス ２.５  ０.０ １５か月ぶりプラス 

その他 －３.２ －０.１ ８か月連続マイナス 

商品券 －３８.４ －１.７ １２か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

